
令和８年度 第１回 船越小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開催日時  令和８年５月１５日（金） １４時４０分から１６時００分まで 

２ 開催場所  船越小学校 ３階会議室 

３ 出席委員   藤本 桂、石川 公子、山田 佳敬、杉山 勝彦、石川 和男、名倉 久純                  

         佐藤 亜純、青木 雪菜 

４ 欠席委員   山内 雄一郎、杉原 将吾 

５ オブザーバー 佐藤 拓男（中部協働センタ-所長）、杉浦 猛弘（元学校運営協議委員）  

         鈴木 仁（元学校運営協議会委員）、松井 愛（PTA 副会長） 

６ 学   校   伊熊 一隆（校長）、美和 泰子（教務主任）、都木 厚知（生徒指導主任） 

波多野 祐子（CS ディレクタ-） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議記録 作成者 ＣＳディレクター 波多野 祐子                  

９  会長の選出及び副会長の指名 

    司会から会長について、今年度も藤本委員に引き続きやっていただく旨を委員に伝

え、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選出された藤本委員から、

石川委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

1０  議長の選出 

     司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、名倉委員が本日の議

長を務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

1１ 協議事項 

（１）学校運営の基本方針について 

（２）浜松市立船越小学校 いじめ防止基本方針について 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

1２ 会議記録 

司会の美和（教務主任）から、委員総数１０人のうち８人の出席があり、過半数

に達しているため、会議が成立している旨の報告があった。 

  （１）学校運営の基本方針について 

    校長から、R８年度の基本方針・グランドデザインについて、コミュニティースク

ールを土台とし知・徳・体をバランス良く育むことについて、また、R８年度の重

点（「たくましさ」の深化、学校行事の充実、家庭との信頼関係の構築等）の説明

があった。  

・保護者だけではなく、教職員の負担軽減になるよう、行事を平日にしてもよいの

では、と思う。たくましさを育てる難しさは、自分の職場でも日々感じる。  

                               （山田委員） 

・わかりやすいグランドデザインなので、子供にも大人にもわかりやすい言葉で、

これからも繰り返し話していってほしい。毎年、学力テストの結果が学校便りに

載っているが、船越小の結果が全国平均を上回っているのを見るとすばらしいと

思う。これからも、「わかる、楽しい授業」を積み重ねていってもらいたい。  

                                               （石川和男委員） 

 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

(２）浜松市立船越小学校いじめ防止基本方針について 

議長の指示により、都木（生徒指導主任）から、資料に基づきいじめの定義につ

いての説明。船越小でいじめは全くない、とは言えないので、未然防止、早期発 



 

見につながるように引き続きアンケートや、タブレットでの心の健康状態観察を

行い、学校と家庭の連携をとりながら早急な対応をしていきたい、との話があっ

た。 

 

・いじめと感じた子どもから相談された時の学校の対応、いじめた子への対応は。 

                               （杉山委員） 

→まずいじめ対策委員会で取り上げ、双方に事実確認をした後、保護者にも連絡

をしている。いじめと認識された時から 3 ヶ月様子をみて対応している、と都

木から回答があった。 

 ・いじめについて保護者から連絡があった時の学校の対応は。   （藤本委員） 

→いじめ対策委員会で取り上げ、事実確認を子どもにして、まわりの子どもたち

からも話を聞いたりして情報を集めて対応していく、と都木から回答があった。 

・生きている以上、いじめはゼロにはならないと思う。温室で育てられる側から

守る側になるのはなかなか難しいと思う。         （石川公子委員） 

・いじめの、中学の対応についてはどのようになっているのか。  （佐藤委員） 

 →小学校のように先生がいち早くフォローするのではなく、自力で解決する様子

をみるなど見守る時間がある。内面までみることはなかなか難しい、との回答

が石川和男委員よりあった。 

・いじめに関する保護者への対応に苦労されているのではないか。 （佐藤委員）

→会って話をして解決していくことが大事だと思っている、と校長から回答があ

 った。 

・自分の子どもが船越小だった時の経験で、その時先生がかかわってくれたので

安心して家庭でも親子で良い関係を築くことができた。     （名倉委員） 

・いじめに関しても、たくましさにつながることがあるのではないか。いじめの

要因として、今はＳＮＳなど、学校以外のところで発端となるところもある。

子ども同士のもめごとに対応するときに、大人と子どもの気持ちのずれを感じ

ることがある。                       （青木委員） 

 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

    藤本委員より、今年度、新しく旗振りボランティアを募集する計画を加える旨

が伝えられ、了承を得た。 

   

・司会から、次回会議は、令和８年７月８日（水）１３時３０分から会議室で開

催する旨の報告があった。 

  


